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『
解
体
新
聿
三
翻
訳
に
よ
っ
て
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
は
西
洋
医
学
を

象
徴
す
る
学
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ン
ペ
以
降
、

「
解
剖
学
」
は
西
洋
医
学
の
基
礎
と
し
て
の
体
系
的
な
学
と
し
て
、

明
治
期
の
日
本
に
移
入
さ
れ
て
く
る
。

中
世
ス
コ
ラ
医
学
に
お
い
て
も
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
は
、
医
学
体
系

の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
六
’
一
七
世
紀
西

欧
に
お
い
て
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
は
、
医
療
の
た
め
の
基
礎
学
と
し
て

ば
か
り
で
は
な
く
、
文
化
的
な
意
味
を
与
え
ら
れ
広
く
社
会
の
中

へ
浸
透
し
て
い
た
。

こ
の
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ア
ナ
ト
ミ

ア
を
最
も
特
徴
づ
け
る
解
剖
学
書
と
さ
れ
て
い
る
の
が
○
閉
ｇ
Ｒ

ｍ
四
匡
三
己
（
届
９
１
晟
隠
）
の
《
《
弓
馬
胃
日
日
シ
冒
胃
○
日
－
２
ヨ
）
で

35

カ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ー
ア
ン
展
弓
馬
胃
昌
冒

渥
目
ｇ
ｏ
目
２
日
望
．
に
つ
い
て
（
１
）
ｌ
初
版

（
忌
呂
）
と
第
二
版
（
晟
曽
）
の
序
文
の
比
較
検
討

月
澤
美
代
子

あ
る
。

○
ｍ
ｇ
閏
、
四
目
言
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ス
イ
ス
に
逃
れ
た
新
教

徒
］
８
邑
国
“
目
冒
の
息
子
と
し
て
バ
ー
ゼ
ル
に
生
ま
れ
、
バ
ー
ゼ

ル
大
学
医
学
部
で
甸
呂
×
も
両
茸
閏
ら
の
指
導
を
受
け
た
後
、
北
イ

タ
リ
ア
ヘ
留
学
。
パ
ド
ヴ
ァ
で
甸
号
風
口
吊
の
元
で
人
体
解
剖
を

経
験
し
、
セ
ン
ト
・
フ
ラ
ン
シ
ス
病
院
で
旨
閏
８
号
Ｏ
Ｑ
ｓ
ら
に
、

植
物
園
で
富
①
庁
冨
日
雪
耐
両
目
に
学
ん
だ
後
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で

シ
日
ロ
凰
○
に
、
パ
リ
で
の
２
国
ヨ
毛
冒
囲
巨
に
ア
ナ
ト
ミ
ァ
を
学
ん

で
い
る
。
バ
ー
ゼ
ル
に
戻
っ
た
後
、
人
体
公
開
解
剖
示
説
講
師
、

ギ
リ
シ
ャ
語
講
師
、
そ
し
て
バ
ー
ゼ
ル
最
初
の
解
剖
学
教
授
と
し

て
、
こ
の
地
へ
当
時
の
最
新
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
、
植
物
学
を
移
植
・

定
着
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。

国
國
呂
目
の
著
し
た
解
剖
学
書
・
植
物
学
書
は
、
出
版
都
市
バ
ー

ゼ
ル
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
等
で
次
々
と
出
版
さ
れ
た
。

《
《
弓
篇
胃
日
日
シ
ご
胃
○
目
目
ョ
ご
は
、
こ
の
国
四
目
曰
の
解
剖
学
教

科
書
の
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筋
肉
の
命
名
を
整
理
し
た
他

は
、
解
剖
学
上
の
新
発
見
・
新
知
見
に
乏
し
く
、
解
剖
学
史
の
中

で
は
、
こ
れ
ま
で
低
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
《
《
弓
胃
禺
昌
ヨ
シ
ロ
呉
○
目
呂
員
》
は
、
同
時
代
に
対
し
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て
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
解
剖
学
書
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
ぐ
舟
目
尻
の
《
《
甸
号
己
８
葛
等
に
比
べ
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
纒

め
ら
れ
て
い
て
使
用
し
や
す
く
、
し
か
も
、
図
版
が
多
く
取
り
入

れ
ら
れ
、
古
代
の
権
威
の
テ
キ
ス
ト
、
近
代
の
解
剖
学
的
新
発
見

に
関
す
る
注
が
き
わ
め
て
充
実
し
て
お
り
、
人
体
解
剖
の
初
学

者
、
お
よ
び
、
そ
の
指
導
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
に
関
心
を
も
つ
当
該
時
代
の
知
識
人

に
と
っ
て
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。
血
液
循
環
論

の
提
唱
者
ミ
ー
国
閏
ぐ
ｇ
は
、
解
剖
示
説
講
義
準
備
ノ
ー
ト

《
《
も
吊
庁
目
○
口
隅
ど
の
基
本
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
こ
の
本
を
用

い
た
し
、
機
械
論
哲
学
の
代
表
者
ロ
①
の
目
鼻
隅
が
ア
ナ
ト
ミ
ァ
を

学
ぶ
に
あ
た
っ
て
用
い
た
の
も
、
こ
の
国
四
目
旨
の
本
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
側
面
の
他
に
、
国
騨
呂
冒
の
解
剖
学
書
に
は
、
も
う
一

つ
の
重
要
な
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
的
な
側
面
で
あ
る
。

こ
の
本
は
、
改
革
派
の
中
心
都
市
バ
ー
ゼ
ル
大
学
教
授
に
し
て
、

バ
ー
ゼ
ル
市
の
主
席
医
師
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
。
田
四
目
旨
に
と

っ
て
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
文
脈
の
中
で
の
人
間

的
存
在
そ
の
も
の
を
問
う
宗
教
的
な
営
為
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
側
面
を
も
つ
本
書
は
、
宗
教
改
革
を
経
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
都

市
の
大
学
教
育
に
お
い
て
、
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
導
入
に
伴
い
基
本
的

な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
く
。

今
回
の
発
表
に
お
い
て
は
、
こ
の
震
弓
扁
自
日
日
シ
ョ
四
８
‐

目
目
ョ
》
》
初
版
（
晟
急
》
即
自
璽
昌
こ
と
、
第
二
版
（
晟
冒
》

印
画
己
屋
屋
己
の
序
文
《
も
国
①
菌
ｇ
》
》
を
比
較
検
討
し
、
一
七
世

紀
初
頭
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
自
然
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
緊

張
関
係
を
探
り
、
ハ
ー
ヴ
ィ
一
己
①
冨
○
目
９
己
尉
ど
の
準
備
さ
れ

た
時
代
の
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
め
ぐ
る
状
況
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


